
 

平成３０年５月２９日     

福島県災害対策課、観光交流課 

 

平成３０年度事業について 
 

１ 「火山単位の統一的な避難計画」の策定 

（１）火口周辺地域における避難計画 

  ○ 本日の火山防災協議会において最終案を協議。 

  ○ 課題事項について関係機関で協議し、必要に応じて計画を見直し。 

 

（２）融雪型火山泥流を想定した住民等の避難計画 

  ○ 平成２９年度に引き続き、内閣府による避難計画検討支援事業に応募予定。 

   〔募集期限：６月４日、選定結果伝達：６月１１日（予定）〕 

  ○ ７月頃を目途に計画（案）の検討作業に着手。 

  ○ 意見等照会を実施し、火山防災協議会で計画（案）を最終決定。 

 

２ 火山防災対策検討ワーキンググループの設置 

  ○ 火山防災協議会の下に火山防災対策検討ワーキングループを設置し、ハード・ 

ソフト対策の両面から、具体的な火山防災対策を検討する。 

 【想定する主な検討事項】 

  ア）火山防災マップ、チラシ、ラジオ等を活用した広報・啓発 

  イ）危険周知のための情報伝達手段 

  ウ）防災用品（ヘルメット等）の備蓄・活用 

  エ）火口周辺の緊急避難場所の充実・確保 

  オ）各種防災訓練の実施計画 

  カ）避難計画の策定・見直し 

 

３ 火口周辺施設の整備・機能強化 

（１）浄土平レストハウス 

  ○ 屋根の補強及び窓ガラス強化（１１月完了予定） 

 

（２）安達太良山避難小屋（くろがね小屋）の建替整備 

  ○ 地質調査及び設計業務委託の発注（年度内完了予定） 
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